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連続スペクトル中のエネルギー分布
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§1 恒星光球における輻射の吸収
種々のスペクトリレ型の星の光総内では どんな原子やイオンが主として吸収を
行うかを考える 蠣射の吸収はS7(4)式で判るように l oo中の吸収原子の数
と その原子吸収孫漱に比例する 低温基から薔通星べと順夕調べていこう

l K,M,N型
M,N型 の低五量では分子イヒ合場が存在し スペクトルは

'子
吸収帯で事しく

査んている 分子吸収 (殆どの型では真の吸収ではなく 散●Lであるが)を考慮
することは非常に難しい。

分子吸収の他に 優かであるが水素の資イオンが吸収に与つている。これによ
る吸収効果は水策負イオンの数Nrに比例するが その数はIIBらかに中化水素の

数と自由電子の数の多いはど多くなる筈である。T.=7,0∞～8,000K以下の星

では水素の電鸞 (χ。‐13 59 eV)は 起こらず 中性水妻のままである また自
由電子は (吸収線理論から判るように)ま だ饉かである。K型基くら|ヽになつて

やつとN.がかなり大きくなり水素負イオンが重要になる。

★水素食イオンH~の役割
低温量で饉かに吸収に寄与し 大藤 (dG2)く らいでは,1常に有力である
更にT.が高くなるとH~イ オンの役割は再び減少する。これは主にH原子の

吸収能の増加による。その上 温度とともにH‐ の解離が進むからである し
かし 解離ポテンシヤルが 0 75oVと小さいため サハの式から判るように
T.に よる解催度の増加はプ1常に緩やかで T.が 大きければ更にその増加は
崚やかである。しかし温度が高くなるとH~が解離するばかりでなく 中性水
棄自体が電離により減少する 計算によると AO型の正常量ではもはやH~の
役割は小さい。

★自由電子

中性水素と結合してH― イオンを作る自由電子は 低温星では電離ポテンシ
ャルの低いNo(χ 。‐5 12cV),Mg(χ 。‐7 61eV〉 ,Ca(χ 。=6 00oV)等 の

電饉から生ずるものである。他方 星の中で圧倒的に皇宮なH(χ 。‐13 59eV)
はポテンシヤリレがかなり大きいため 低温では電磁によつて自由電子を出すこ
とは殆どできず 6,000～ 7.000K以上になつて初めて自由電子を供給する
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★水素原子の役割

晩期星では それは実際的に発と全て中性であるが そ0役割は全く無視で
きる.中性水妻による しy,a絲列極限(λ 912ム )ま での輻射の吸収は 励起摯
位からの光電電確によるものであるが 最初の励起動  (■ =2)できえ励起ポテ

ンシヤルはす1常に大きく(χ。,=10 16oV)この準位に励起された中性水素の

数は低五では完全に無視てきる (3ol tzman■ 公式の計算例滲照)

2 G型 〈太曝)
太陽のような星の光報では,子吸収はもうそれほど重要でない。また励起金属
原子による吸収もH― の吸収に比べれば全く無視できる 赤外部 可視部 紫外
部近く(4.000A)ま での広い波長城に亘つて H‐ が吸収を決定する。金属はそ

,動 からの光電電離によつて饉かに 3,000A以下の波長で寄与しているよ

うである 4.O00A以下の波長城で
'集
している吸収線による光獄輻対の散乱も

また重要である 直接の観測からも、ちようど 4.0∞ Aを越えたところで連続ス
ペクトル鐵度が異常に鋭く減少して|ヽるのが認められる。 Ly,a鵡列極限までの

遠素外域における吸収線の影響も著しい この掟域には種々の兄案の強々ヽ共嗚線
が多数薔集している Lynan系列線も特に強|ヽ  しかし 元来この違索外部では
輻射の強度自体が比勒 t弱いのだから 吸●線の影響が著しいといつても大した
ものではない 中性水素原子による吸収は先に述べた理由でまだ重要ではない。

3 A～ F型
更に高温菫になると 励起螂 lにある中性水秦原子の数が次第に増allす る 他
方 負水棄イオンの数は温度の増力]と ともに緩やかに減少する 両者の原子吸収
係跛が何れも同じ程度 (～ 10‐'o■

2)だから 両者の数が匹敵するようになると
同じように有効に吸収を行うことになる。索外部における金属吸収線による影響

も減少し A型星では既に小さい

4 AO型
更に高温になると 励起水美原子の数はH‐ イオンの数より姿勢になり始め
中性水素が吸収を決定する AO型 正常星の光球ではH― イオンの吸収は もは
や菫要ではなヤヽ。従つて 負水妻イオンH~か ら中性水素への連続的な役割移行
はF,A型 くういの星の光球で起こるようである しかし 白色矮里ではN.が
大きいため  AO型できえH‐ はまだかなり重要である。
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5 B2～ AO型
この型の光球では中性水素が主要な吸収元素である。この型の巨塁の光球では
自由着子による輻射の散乱が重要になり始める

O O.BO～ B2型
これらの星の光球では ヘリウム原子による素外部の輻射の吸収が

…■による吸収にJllわ る。しかし 重要な要素は自由電子による散乱である。それ
は水素が拍ど完全に電離し 非常に多くの自由電子が作られ 他方 中性水素は
殆ど無くなるからである

さて 吸収係数が振動数によつて変わる場合の棗ヽ平衡の理論に進むのだが
この問題を解く数学的に著しい困難きは 異なるスペクトル型の量の光球では異
なる吸収が起こり 振動数の関数としてのκ.の形が複難に変わることである
従つて 間露を解くには各々の場合に分けて行わねばならな|ヽ し 単純イとするた
めの仮定や逐次近似漱を使わねばならな|ヽ。

3
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